
成果報告書

大阪・観光産業のためのおもてなし人材育成

（機動的な産学連携体制整備 （調査 ・設立））　事業

学校法人　エール学園

本報告書は、文部科学省の生涯学習振興事
業委託費による委託事業として、≪学校法
人エール学園≫が実施した平成 30 年度「専
修学校による地域産業中核的人材養成事
業」の成果をとりまとめたものです。
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（１）目　的

　　　国際競争力のある魅力的な観光都市を支える産業全体に必要な中核的人材として、 

　　日本の独自性を活かした「日本型クリエイティブ・サービス（おもてなし）」を中心

　　とした人材育成事業をベースに、時代の変化に持続的に対応できる様々な学びの環

　　境整備を行う。

　　　地域と産学が「人材育成協議会」を構築し、観光産業に必要な達成すべき人材イメー

　　ジを明確化するとともに、人材育成における産学連携のあり方を構築し、育成に必

　　要となる人材像や能力・技術等を整理、効果的な教育手法を検討する体制を確立する。

　　　全国のモデルとなる観光産業を支える学び（人材育成）の持続的な仕組みづくり

　　を目的としている。

（２）背　景

　　（事業実施前の背景）

　　　平成 18 年に観光立国推進基本法を全部改正して制定されてから、大阪は、関西国

　　際空港があるという立地の良さや、多様な個性が混在していることなどから、2017

　　年 9月、世界の海外旅行市場に関するレポート「Mastercard Destination Cities 

　　Index」において、世界で最も海外旅行者数の年平均増加率が大きかった都市となり、

　　旅行者数も着実に伸びている。

　　　この状況は、国内だけでなく、海外からも注目され、街には、観光需要を見込ん

　　だホテルや様々な施設が急増し、その影響を受け、かつては、 “あいりん地区”と呼

　　ばれた労働者の街『新今宮』においても、簡易宿舎が観光客用ホテルになり、“星野

　　リゾート”が進出するなど新たなまちづくりが始まっている。

　　　これら観光による劇的な変化の中で、大阪全体が、地域課題の解決や地域経済の

　　活性化だけでなく、魅力的な『国際競争力のある 次の 大阪』にむけて動き始めて

　　いる。

　　（事業実施中に加わった事柄）

　　　平成 30 年の事業中には、大阪・関西万博が決まり、それに伴い IR に向けての取

　　り組みや、平成 31 年度に入管法改正による特定技能ビザの導入が新たに加わった。

１．成果の概要

図1　訪日外国者数及び旅行消費額の推移 図２　訪日外国人旅行消費額の費目別構成比

（出典：中小企業白書　2018）を加工

急激な上昇

（出典：中小企業白書　2018）
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図３　企業規模別営業利益の推移 図４　売上高　業種別分解

図５　中小小売業、宿泊業、飲食業の売上額 DI の推移

図６　業種別に見た、不足している人材

緩やかに上昇

緩やかに上昇

（出典：中小企業白書　2018）を加工（出典：中小企業白書　2018）を加工

（出典：中小企業白書　2018）を加工

（出典：中小企業白書　2018）を加工
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（３）課　題

　　（事業実施前に想定していた課題）　

　　インバウンド景気に弾みがついている大阪では、環境の整備は始まったばかりであ

　　り、量的な人材不足に加えて、旅行者の需要の高度化、国際競争の一層の激化等の

　　近年の観光をめぐる諸情勢の変化に対応できる質的な人材育成は十分にできていな

　　い。特に、地域産業のこれからの柱となる観光産業においては、人材不足の上に、　

　　増え続けるホテルやそれに伴うレストランなどの新たな施設における中核人材や特

　　定技能ビザにおける外国人労働力に対する受け入れるためのメンターとなりうる中

　　核人材の人材育成が急務である。　

　　（事業実施でわかった課題）

　　　大阪・関西万博の開催決定やそれに伴う IR への動きの加速度化による不足人材の

　　圧倒的不足、さらなる新規参入者のための中核人材の需要。法改正により、外国人

　　労働者雇用における外国人のための中核人材（メンターを含む）の育成が急がれる

　　事となった。

　　また、地域や地域産業にイノベーションを起こし続ける仕組み作りが地域環境に加

　　わり、新たな地域づくり、地域産業づくりのための観光ベンチャーの育成も必要で

　　あることがわかった。　　

（４）必要とされている人材イメージ

　　　（事業実施前に想定していた人材イメージ）　

　　＜変化するニーズに対応できる人材＞　

　　　　魅力ある観光地形成には、支える観光産業全体で、持続的な地域の魅力を創造

　　　することが重要であり、その変化に対応できる人材育成は不可欠である。少子高

　　　齢社会と本格的な国際交流の進展が見込まれる中で、人材の質と量両面での不足

　　　を解消することが必要。

　　＜様々な学びの形の地域ニーズ＞　　　

　　　観光都市を支える産業は、企業や団体、商店街や個人商店など、様々な対象があり、

　　　学ぶ形の多様化。また、生涯を通じての学び直しができる環境や、わかりやすく、

　　　魅力的な学ぶための環境整備（情報の発信を含めた）を整える事も重要。創意工

　　　夫のある主体的で多様な個々の取組を尊重し、それをネットワークすることで生

　　　まれる刺激や自信、新たな発見と仲間としての安心感を地域の総合力にかえ、活

　　　力に満ちた常に変化する魅力を実現していく学びと情報交換を主体とした交流の

　　　場などの環境も必要。

　　＜国際競争力に対するニーズ＞　　　　

　　　観光都市における人材育成は、地域における観光産業のグローバル化を支えるだ

　　　けではなく、国際競争力のある観光地となるための世界中の人が魅力と感じる要

　　　素が不可欠。世界中の優秀な留学生が、魅力と感じ、選ばれる人材育成学びの場

　　　となることも視野に入れ、日本ならではの魅力的な人材育成の内容と環境の整備
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を総合的、計画的に推進するためのしくみが必要。

（事業実施でわかった必要とされている人材イメージ）

・社会人基礎力：基本的な人間づきあいができない、社会人としての基礎的な能力が

　　　　　　　　不足している。

・外国人の基礎力：日本語でコミュニケーションが取れる以外にも、日本の生活習慣

　　　　　　　　　や社会生活、防災に関する基礎力も併せて必要。

・イノベーション力：産業界においても地域においてもイノベーションが必要な時　

　　　　　　　　　　代に、ベンチャースピリッツを中心にした人間力が必要。

・Dプラーニング

・形のないものを生み出す力と精神力

・ネットワークできる力

・おもてなし人材：相手の立場に立って行動できる社会人基礎力と対応力に、人間力

　　　　　　　　　を合わせた技術を持つ人材

平成 30 年度は、人材育成について、産業界が、量的な課題の方に関心が高く、共に

役割分担を行っていく協議会形成への関係者の賛同や合意に時間を要した。

　基本的には、専門学校への理解を進めるために、専門学校の仕組みの説明を行い、

今回、4校がコンソーシアムを組むことによる“観光イノベーション”への必要性や

魅力を説明することから始めた。また、理解を進めるために、団体などが開催する会

議に参加し、話題提供を行った。

団体へのアプローチは、人材育成という視点には、なかなか向かず、戦術的な動きに

役割を担っているケースが多く共に、持続的な人材育成を進めていくという視点の理

解が進まなかった。

　そのため、求める人材像についての十分な議論がなされていない。

　学校側においては、観光産業に関係する専門学校がコンソーシアムを作り、専門技

術を身につけるだけにとどまらず、観光という大きな枠組みからのアプローチを加え、

イノベーションを起こせる機動的な産学連携体制づくりに向けて、準備を行った。

　各校それぞれが個性的な人材育成の手法を持ち、それらをコンソーシアムとして考

え方を併せていくために議論を重ねた。

　会議は、理事長中心の会議で進めたが、理事長の理解が進んでも、理事会や学科に

対する理解を進めるには、かなりの時間を要している。

　単独で考え実施する場合に比べ、総意を作りながら、行動を起こすにはかなりすり

合わせを行う事にかなりの時間を要することがわかった。

　そのプロセスの中でそれぞれの学校への理解が進み、各校が、自分たちの課題と長

所への気づきが行われていた。

（開催された会議）

　　　【ワーキング会議】　　観光産業支援　コンソーシアム会議　5回開催

　　　【まちづくり会議】　　おもてなしワーキング会議　　　　　3回開催

（５）関係者協議
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役割・目的 　観光産業における“人材育成”を支援する機関として（学ぶ環境提
　　　　　　　供側）事務局（エール学園）が、“まちづくり会議”や調査を基に作
　　　　　　　成した資料について、産業界を加えた協議会で議論するための資料
　　　　　　　に関して、資料づくり（ワーキング）を行う。

検討の　　　　　[平成 30 年度検討の具体的内容 ]
具体的内容 　観光産業に関係する専門学校がコンソーシアムを作り、機動的な産
　　　　　　　学連携体制づくりに向けて、準備を行った。
　　　　　　　・専門学校 4校（モデル）で、観光産業支援コンソーシアムについ
　　　　　　　　てのあり方や調査状況の把握し、情報の共有化を実施。（達成すべ
　　　　　　　　き人材イメージの明確化を図り、連携のあり方（素案）づくり）
　　　　　　　・「人材育成協議会」の姿と協議に必要な人材、実施可能なネットワー
　　　　　　　クについて協議。（協議会メンバーの選択、協議会メンバーに対する
　　　　　　　働きかけ）

会議での　　　[平成 30 年度会議での議論結果の活用方法 ]
議論結果の　　平成 31 年度　観光産業を支える「人材育成協議会」準備会を設立
活用方法 

委員数 　　　13　人 開催頻度 [ 平成 30 年度会議 5回開催 ]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月、10 月、11 月、12 月、1月

【構成員】

 　氏名 　　　　　　所属・役職

１ 長谷川　恵一 　エール学園　理事長

２ 上田　哲也 　　　　上田学園　理事長

３ 佐藤　裕幸 　　　　大阪 YMCA　理事　事業統括

４ 尾藤　環 　　　　辻料理学館　産学連携教育推進室　室長

５ 有我　明則 　　　　国際人流振興協会　専務理事　事務局長

６ 井原　正博 　　　　アイ・プランニング　代表取締役

７ 門重 学 　　　　大林組 大阪本店 プロジェクト推進第一部

８ 木田　明美 　　　　エール学園

９ 増田　政広 　　　　エール学園

10 横山　あおい 　エール学園

11 丸岡　宏次 　　　　(上田学園 )大阪総合デザイン専門学校　校長

12 望月　温 　　　　大阪 YMCA 国際専門学校　学科長

13 田中　祐司 　　　　辻料理学館　法人本部事務局　事務局長

【ワーキング会議】観光産業支援　コンソーシアム会議
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役割・目的 観光都市を構成する観光産業（商店街や、個店、個々の企業など）に
　　　　　　おける “学ぶ側“の課題やニーズなどの意見を取りまとめ、構成員が
　　　　　　実行できる姿を作っていく。(地域企業で興味のある人達が参加 )

検討の　　　　[平成 30 年度検討の具体的内容 ]
具体的内容 持続的に観光都市づくりを支援する機動的な産学連携体制づくりに向
　　　　　　けて、地域並びに地域観光産業側の姿を検討した。
　　　　　　(情報共有と事例研究 )
　　　　　　　・“人材育成”により、観光都市として成功した地域と産業界、
　　　　　　　　事例研究
　　　　　　　・中核人材の研究と検討
　　　　　　　・中核人材育成についての地域としての提言のまとめ。会議での
　　　　　　　　
議論結果の　　[平成 30 年度会議での議論結果の活用方法 ]
活用方法　　　平成 31 年度に設置する「人材育成協議会」の資料として活用 
　　　　　　　将来的には、機動的な産学連携体制づくりに向けて機運を高め、
　　　　　　　地域の観光まちづくりを担っていく。

委員数 　　　21　人 開催頻度 　　[平成 30 年度 3回会議開催 ]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月、11 月、1月

【構成員】　

 　氏名 　　　　　　　　所属・役職

１ 長谷川　恵一 　エール学園　理事長

２ 上田　哲也 　　　　上田学園　理事長

３ 佐藤　裕幸 　　　　大阪 YMCA　理事　事業統括

４ 尾藤　環 　　　　辻料理学館　産学連携教育推進室　室長

５ 井原　正博 　　　　アイ・プランニング　代表取締役

６ 小川　洋 　　　　南海電気鉄道、ミナミまち育てネットワーク事務局長

７ 宮本　芳明 　　　　西日本旅客鉄道　近畿統括本部　大阪支社　副支社長

８ 岩崎　貞治 　　　　大阪ガス　大阪地区支配人

９ 森吉　裕志 　　　　大阪ガス　近畿圏部　地域共創チーム

10 北岡　一浩 　　　　ワタナベエンターティメント

11 若狭　弘 　　　　産経新聞大阪本社　編集企画部　次長

12 橋岡　佳令 　　　　竹中工務店　開発計画本部　西日本３グループ長

13 門重 学 　　　　大林組 大阪本店 プロジェクト推進第一部

14 安井　良三 　　　　大阪市経済戦略局観光部　観光課長

15 大西　宏志 　　　　近畿経済産業局　地域経済部　次長

16 丸岡　宏次 　　　　(上田学園 )大阪総合デザイン専門学校　校長

17 木田　明美 　　　　エール学園

18 増田　政広 　　　　エール学園

19 横山　あおい 　エール学園

20 有限会社　エイライン

21 有限会社　エイライン

【まちづくり会議】おもてなしワーキング会議
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の
充
足
状
況
に
安
堵

問
題
が
明
確
な
の
に
対
応
し
な
い

既
存
の
形
で
は
、
越
え
ら
れ
な
い

個
々
の
動
き
で
は
解
決
で
き
な
い

大
阪

の
安

心
安

全
は

維
持

で
き

る
の

か

日
本
文
化
の
継
承
や
暮
ら
し
を
大
事
に
で
き
る
の
か

ど
ん

な
人

材
を

受
け

入
れ

る
の

か
考

え
な

く
て

よ
い

の
か

一
気
に
押
し
寄
せ
る
外
国
人
労
働
者

斡
旋
業
者
と
環
境
の
悪
化

さ
ら
な
る
懸
念
事
項

人 材 に 対 す る ビ ジ ョ ン が 必 要ス ピ ー ド 感

量 的 ・ 質 的 人 材 育 成 環 境 の 整 備

夢
や
理
想
論
は
語
れ
て
も
誰
が
す
る

の
？
ど
う
す
る
の
？
を
考
え
な
い
と

箱
が
で
き
て
も
現
実
的
で
な
い
。
人

材
“
国
の
や
る
こ
と
”
。
で
大
丈
夫
？

東 京 は 、 消 費 の 街 、 人 も 消 費 す る 。 大 阪 は 、 人 を 育 て 、 受 入 れ 考 え て き た 歴 史 が あ る 。

人 口 減 少 と 高 齢 化

深 刻 な 労 働 力 不 足

優
秀
な
国
内
人
材
を
育
て
な
お
す

（
量
的
な
国
内
人
材
）

　
人
口
減
少
：
過
疎
化

　
日
本
人
の
人
材
の
地
方
か
ら
の
調
達

　
日
本
全
体
と
し
て
、
観
光
地
の
魅
力
度
が
減
少

　
　
　
　
　
大
阪
だ
け
が
良
く
な
っ
て
も

　
　
　
 　
　
国
際
競
争
に
は
勝
て
な
い

語
学
力
不
足
の
問
題

文
科
省
：
専
門
職
大
学
設
置
の
背
景

経
産
省
：
社
会
人
基
礎
力
の
育
成

（
質
的
な
国
内
人
材
）

題
解
決
の
た
め
の
提
案

外
国
人
労
働
力
に
頼
る
し
か
な
い

国
際
観
光
都
市
と
し
て
の
必
須
条
件

大
阪
の
魅
力
条
件

や
は
り
優
秀
な
外
国
人
人
材
の
確
保

ル
ー
ル
づ
く
り
（
警
察
の
力
も
借
り
て
）

・
教
育
、
受
け
入
れ
方
な
ど
様
々
な
ル
ー
ル
が
必
要

・
将
来
を
想
定
し
た
事
前
の
ル
ー
ル
と
問
題
発
生
時
に

　
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
。

20
50
年
20
4
の
国
と
地
域
の
内
、
18
5
か
国
以
上
が
中
流
所
得
国

以
上
と
な
る
。（
ス
ペ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
W
or
ld
 B
an
k2
00
8)

　
優
秀
な
人
材
獲
得
の
た
め
に
世
界
中
で
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
受
入
れ
政
策
が
必
要

（
1
事
業
者
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
）

大
阪
の
安
心
安
全
は
維
持
で
き
る
の
か

日
本
文
化
の
継
承
や
暮
ら
し
を
大
事
に
で
き
る
の
か

ど
ん
な
人
材
を
受
け
入
れ
る
の
か
考
え
な
く
て
よ
い
の
か

産
官
学
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
戦
略
で
、
世
界
中
の
優
秀
な
人
材
に
と
っ
て
大
き
な
学
ぶ
価
値
を
創
出
。
人
材
確
保
し
、 
  
国
際
競
争
力
の
強
化

魅力
ある

街（
観光

地）
母

国
に

活
か

せ
る

世界
規模

で活
躍で

きる
手
厚
い
支
援

魅力
的な

ネッ
トワ

ーク
就

職
で

き
る

常
に
刺
激
的
で
新
し
い

大
切
に
さ
れ
る
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人
的

資
源

の
育

成

観
光

産
業

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点
新

今
宮

国
際
認
知
度
の
向
上

観 光 産 業 に お け る 量 的 ・ 質 的 人 材 育 成 環 境 の 整 備

題
解
決
の
た
め
の
提
案

観 光 産 業 に お け る イ ノ ベ ー シ ョ ン 都 市 大 阪 。 産 業 界 や 街 と 魅 力 を 作 り な が ら 、

国 際 競 争 力 の あ る 国 際 観 光 都 市 と し て 持 続 的 な 好 循 環 を 生 み 続 け る 。

大 阪 の 観 光 産 業 従 事 者 の 定 住 を 図 り 、 国 際 的 な 共 生 社 会 を 作 る 。効
　
果

代
表
的
な

4
つ
の
観
光
産
業
要
素

食
・
ホ
テ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
ザ
イ
ン

人
材
育
成
協
議
会

地
域

産
業

界

行
政

（
最

大
限

の
能

力
発

揮
へ

）
教

育
界

・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能

・
新
た
な
地
域
産
業
創
出

・
定
住
人
口
増
加

・
情
報
発
信
・
共
有

・
地
域
ま
ち
づ
く
り
と
実
証
実
験

・
新
今
宮
の
改
善

・
研
究
と
知
の
蓄
積

・
観
光
産
業

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
国
際
競
争
力
の
あ
る
新
た
な

　
実
学
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

・
企
業
奨
学
金

（
企
業
と
教
育
界
と
国
が
連
携
し
支
え
る
）

・
グ
ロ
ー
バ
ル
支
援

・
DM
O,
MI
CE

の
新
た
な
役
割
の
増
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
の
地
方
創
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
国
際
観
光
都
市

・
大
阪
”
実
現
に
向
け
て

経
済
戦
略
と
し
て
　
実
践
力
の
あ
る
産
官
学
連
携

・
大
阪
版
国
家
資
格

　
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
EQ
F
の
確
立

・
PD
CA

・
観
光
産
業
の
底
上
げ

・
日
本
語
・
英
語
教
育

・
観
光
人
材
基
礎
力

、
日
本
で
の
暮
ら

  
し
方
、
共
生
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

　
の
開
発

協
　
議
　
会

分
　
科
　
会

食
と
料
理

総
合
デ
ザ
イ
ン

サ
ー

ビ
ス

産
業

ホ
テ

ル
・

ビ
ジ

ネ
ス

世
界
中
か
ら
優
秀
な
学
生
が
集
ま
り
、
観
光
産
業
を
通
し
て
、

人
間
な
ら
で
は
の
能
力
を
磨
き
、
国
際
社
会
や
日
本
で
、
時
代

が
必
要
と
す
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
、
発
信
す
る
地
球
規

模
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
。

人
材
育
成
に
必
要
な
基
礎
と
な
る

意
見
を
産
業
界
と
学
が
共
に
声
を

拾
い
、
考
え
、
意
見
を
ま
と
め
る
。

S
te
p
.1

１
．
行
政
の
方
針
に
合
致
さ
せ
、
よ
り
多
く
の
声
を
得
る
た
め

    
    
“観
光
立
国
”
“国
際
観
光
都
市
大
阪
”
の
実
現
に
向
か
う
観

    
    
 光
産
業
で
調
整
。（
IR
、
大
阪
万
博
な
ど
）

２
．
観
光
産
業
の
柱
と
な
る
　
ホ
テ
ル
、
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
、

    
    
デ
ザ
イ
ン
の
学
校
と
業
界
（
企
業
）
と
人
物
像
や
、
カ
リ

    
    
キ
ュ
ラ
ム
、
具
体
的
な
内
容
を
議
論
す
る
。

　
　
変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
持
続
的
活
動
。

    
   （
情
報
収
集
・
共
有
、
研
究
な
ど
）

３
．
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

    
    
を
示
し
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

４
．
そ
の
声
を
届
け
、
役
割
分
担
と
持
続
的
な
姿
を
実
践
的
に

    
    
み
ん
な
が
見
守
れ
る
体
制
を
作
る
。

５
.   
 国
際
通
用
性
を
ど
う
作
る
の
か
も
議
論
す
る
。

６
.   
特
定
技
能
ビ
ザ
に
お
け
る
人
材
育
成
を
通
し
て
、
産
業

　
　
界
と
共
に
10
年
先
、
50
年
先
の
議
論
も
行
う
。

代
表
的
な

4
つ
の
観
光
産
業
要
素

辻
調

上
田
学
園

エ
ー
ル
学
園

大
阪

Y
M
C
A

声
を

作
り

、
共

に
担

う
役

割
を

考
え

る

食
と
料
理

総
合
デ

ザ
イ
ン

サ
ー

ビ
ス

産
業

ホ
テ

ル
・

ビ
ジ

ネ
ス

＊
各
業
界
へ
の
働
き
か
け
や
拡
大
を
支
援
で
き
る

   （
取
組
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
）

＊
具
体
的
な
内
容
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
提
言
な
ど
に
し
て
い
け
る
。

（
支
援
を
つ
な
げ
て
い
け
る
）

外
国

人
に

よ
る

定
住

策

産
官

学
一

体
と

な
っ

た
魅

力
あ

る
戦

略
で

、
世

界
中

の
優

秀
な

人
材

に
と

っ
て

大
き

な
学

ぶ
価

値
を

創
出

。
人

材
確

保
し

、 
  

国
際

競
争

力
の

強
化

S
te
p
.２

S
te
p
.３

4
校
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る

観
光
人
材
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り

具 体 的 な 内 容 を 声 と し て 示 す 必 要 が あ る

（ 行 政 は 近 年 、 行 政 の 独 り よ が り に な っ て は い け な い と 考 え る ）
グ
ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

(
情
報
と
経
験
と
進
化
の
最
先

端
）
が
持
つ
地
の
利
を
活
か
し

大
阪
の
地
域
で
育
て
る

同
窓

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

来 年 度 、 協 議 会 準 備 会 で 十 分 な 議 論
専 門 分 野 に お け る 時 代 の 要 素 を 議 論観 光 全 体 に お け る 時 代 の 要 素 を 議 論

人 間 が 、 そ の 魅 力 を 発 揮 で き る 分 野 。 地 域 で 育 て て い た 社 会 人 基 礎 力 な ど の 不 足

31
年
度
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　行政や関係団体への人材育成協議会設置に向けて数多くの様々な形で、説明続けた。

本来必要と要望するだろう産業界からは、必要性を聞くものの、誰かが作ってくれる

もの、巡り合うものという意識を払拭することができなかった。

　最も時間を割いたのは、行政や団体における位置づけ作りであった。

数多く仕事を抱える行政や団体では、位置づけの確保ができないと動けない状況であ

り、その位置づけを作るために、様々な関係部署への説明や勉強会を開催した。30

年度の活動は、ある程度の認識を進めることはできたが、31 年度スタート時から人

材育成協議会設置は難しい状況である。しかし、数多くのアプローチの中で、繋がり

を多く持つ個人に焦点を充てて、アプローチすることで、多くの可能性が生まれ、来

年度は人材育成協議会準備会を設立することにこぎつけた。

　今後は、思いのある個人と広がりを作るための組織の姿を検討し、機動力のある役

割を自らかって出る人たちによる人材育成協議会の設立を目指す。

（専門学校 4校コンソーシアム）

　コンソーシアムとしての連携の在り方をそれぞれの得意分野を役割分担することや

4校の学生たちが、カリキュラムの中で行動する計画などの検討を行った。

また、コンソーシアムが協力するセミナーや研究会の開催も実施することとした。

この案を基に、人材育成協議会で、必要性の議論などを行い、検討されたのち、実証

実験を行って本格的な導入を検討できる体制を作る。

（産業界との連携の在り方）

各校は、それそれのコンテンツの部分を該当する業界の方々と協議の場を設け、業界

としての新しい人材像を研究するとし、人材育成協議会については、観光全体を捉え

た上での必要人材のスキルや情報を共有しそれぞれの得意とするコンテンツ以外の部

分を協議する場とした。

（６）人材育成協議会設置への進捗状況

（７）連携の在り方
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２．平成 30 年度の成果

（１）調査報告（別途　調査報告書）

（２）人材育成協議会準備会（案）

（３）人材育成協議会を取り巻く地域産業と地域振興のイメージ

 

（４）求める人材の姿（検討持続中）

（５）必要なカリキュラムイメージ

（６）コンソーシアムで実施するカリキュラム素案
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C
O
O
L

Ja
p
an

地
域

産
業
界

教
育
界行
政

企
業

の
競

争
力

強
化

地
域
の
競
争
力
強
化

国
際
競
争
力
強
化

人
材
育
成
協
議
会

人
的
資
源
の
育
成

（
最

大
限

の
能

力
発

揮
へ

）

宿
泊

サー
ビス

デザ
イン

(フ
ァッ

ショ
ン）

食・
料理

辻
　
調

大
ガ
ス

初
　
亀

fa
vy ・ ・

上
田
学
園

吉
本
興
業

・ ・ ・

エ
ー
ル
学
園

J　
T　
B

交
流
会
で
出
て
き

た
旅
行
社

関
西
エア
ポー
ト

・

大
阪
YM
CA

宿
の
会

外
資
系
？

百
戦
錬
磨
？

・

学 　 　 　 校        ＋

関 連 の あ る 視 点 の

大 き い （ 個 人 ） ＋

従 来 の 価 値 観            で な い 人 達

業
界
別
分
科
会

大
商

大
阪
市

大
阪

観
光
局

大
阪
府

大
阪
府
警

新
今
宮

地
元

ミ
ナ
ミ

ま
ち
育
て

浪
速
区

近
　
鉄

J　
R

西
日
本

南
　
海

大
阪

メ
ト
ロ

西
成
区

近
経
局

ベン
チャ

ー
関連

Do
co
m
o

シ
ス
テ
ム

開
発
団
体

ソフト
バンク

「IOT
プログ

ラム」

ホ
テ
ル

業
界
団
体

＜目
標＞

新た
なミ

ナミ
は、

地域
と学

校が
人を

育て
、サ

ポー
トす

る観
光

のチ
ャレ

ンジ
とチ

ャン
スの

場と
なり

、観
光ベ

ンチ
ャー

が生
ま

れ、
育ち

、(
既存

の事
業者

は刺
激を

受け
）人

が繋
がり

、観
光

イノ
ベー

ショ
ンが

続く
住ん

でよ
し、

訪れ
てよ

しの
“国
際観

光
都市

・大
阪
“の
実現

（暮
らし

やす
い環

境整
備や

、企
業が

実際
　　

　　
　　

　　
　　

　に
雇用

する
ため

のサ
ポー

トを
含む

）

テ
ー
マ
：「
大
阪
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
に
重
要
な
人
材
育
成
」「
新
今
宮
の
活
性
化
」「
優
秀
な
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
仕
組
み
」

大
阪
ガ
ス

事
業
協
同
組
合
化
？

誰
か
立
て
て

組
織
化

中
ノ
坊
さ
ん

和
田
さ
ん

井
原
さ
ん

大林
組

門
重
さ
ん

池
永
さ
ん
？

室
井
さ
ん

（ベ
ンチ
ャー
育成
）

経
済
戦
略
局
ベ
ー
ス

O
RA

星野
リゾ
ート

　定
住人

口・
共生

の仕
組み

業 界 、 就 職 ・ 伝 達 機 能

文
化
庁

原
良
憲
先
生

吉
川
宗
男
先
生

マ
ル
コ
ム
・
ト
ン
プ
ソ
ン

次
の
時
代
の
社
会
に
活
躍
す
る
人
材
輩
出

大
専
各

大
学 ・ ・ ・

モ
ン
ベ
ル

起
業
の
場
を
提
供

人
材
を
育
む

金銭
・技
術の
仕組
み

　
　
　
を
提
供

金
銭
の
仕
組
み
を
提
供

銀
行

星
野
さ
ん

辰野
 勇
さん

川
田
さ
ん

芳
田
さ
ん

岩
谷
さ
ん

安
井
さ
ん

佐
藤
さ
ん

長
谷
川
さ
ん

上
田
さ
ん

辻
さ
ん

福
島
さ
ん

関西
エア
ポー
ト

北
林
さ
ん

秋
田
さ
ん

実
践
の
場
、
大
阪
で
育
て
る

（
旅
を
作
る
）

（２）人材育成協議会準備会
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▼
▼

▼

優
秀
な
留
学
生
が

学
び
た
い
環
境

優
秀
な
留
学
生
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

諸
情

勢
の

変
化

に
対

応
で

き
る

質
的

な
人

材

人
間
ら
し
い
新
し
い
価
値
観
を
生
み
続
け
る
都
市
　
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば

産
業

×
教
育

×
人
材
育
成
＝
ま
ち
づ
く
り

食
生
活

衣
住

食
と
料
理

辻
料

理
学

館

総
合
デ
ザ
イ
ン

上
田

学
園

留
学

生
教

育
と

サ
ー

ビ
ス

・
お

も
て

な
し

エ
ー

ル
学

園

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
ホ
テ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

大
阪

Y
M
C
A

行
 
政

専
門

職
学

校
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

産
業

界
地

　
域

産
業
界
と
教
育
界
が
役
割
を
持
ち
、
共
に
取
り
組
む
人
材
育
成

・
講
師

・
情
報
提
供

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
供

・
学
び
直
し

・
イン

ター
ンシ

ップ

・
課
題
研
究

・
人
材
育
成

・
情
報
提
供

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

提
供

・
ア

イ
デ

ア
の

提
供

・
課
題
研
究

・
人
材
育
成

・
学
び
直
し

・
イン

ター
ンシ

ップ

国
内

外
へ

起
業
家

　
　

集
　

積
ベ

ン
チ

ャ
ー

多
様
な
大
阪
の
魅
力
を
総
合
力
に

持
続

的
な

改
革

の
創

出

国
際

通
用

性
の

あ
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
育

成
機

関

ベ
ン
チ
ャ
ー
誘
致
・
集
積

街
と
学
生
の
相
乗
効
果

国
際
通
用
性
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
輩
出

養
成
す
る
人
物
像

実
践
力

応用
力・

創造
力

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
を

推
進
・
実
現
で
き
る
人
材

事
業
化
力

多
職
種
連
携

国
際
意
識
醸
成

専
門
性
の
深
化

職
業
人
基
礎
力

専
門
性
の
拡
大
・
展
開

1 2 3 4 5 6

国
際

拠
点

と
連

携

留
学

生
の

母
国

な
ど

●
　
日
本
（
大
阪
）
で
就
職

●
　
日
本
（
大
阪
）
の
就
職
を
経
て
、
母
国
や
世
界
中
で
活
躍
　

●
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
日
本
（
大
阪
）
で
起
業

●
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
母
国
や
他
国
で
起
業

●
　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
日
本
・
世
界
（
大
阪
）
企
業
と
連
携

●
　
日
本
（
大
阪
）
と
の
懸
け
橋
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

国
際

化
の

強
い

力
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
学
び
の
実
践

専
門
性

（
辻

調
）

日
本
へ
進
出
す
る

世
界
企
業
へ
就
職

観
光
産
業
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
　
大
阪

質
的
人
材
不
足
の
解
消

常
に
新
し
い
何
か
を
生
み
出
す
街生

ま
れ
る

繋
が
る

出
合
う

育
つ

国
内
外
へ
広
が
る

“
グ

レ
ー

タ
ー

な
ん

ば
”

で
起

こ
る

好
循

環

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
多

様
な

＊
産
官
学
と
地
域
で
作
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム

（３）人材育成協議会を取り巻く地域産業と地域振興のイメージ
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＊
新
し
い
時
代
に
向
け
た
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り

出
合
う
、
生
ま
れ
る
、
育
つ
、
繋
が
る
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
た
　
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都
市

ミ
ナ
ミ
の
力
を
新
し
い
学
び
に
、
チ
ャ
ン
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
地
域
の
力
に
　
ミ
ナ
ミ
で
学
ぶ
（
案
）

人
々
が
活
き
活
き
と
、
毎
日
が
楽
し
い
個
性
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
的
な
大
阪
へ
（
磨
き
）

（
毎
日
が
楽
し
い
、
役
割
が
あ
る
、
仲
間
と
の
真
剣
議
論
・
達
成
感
、
時
に
は
励
ま
し
、
個
性
を
活
か
し
、
数
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
あ
ふ
れ
た
“
商
都
大
阪
”
）

知
識
社
会
に
世
界
全
体
の
が
移
行
す
る
中
、
商
都
大
阪
の
持
つ
独
特
の
文
化
「
カ
ウ
ン
タ
ー
割
烹
」
や
「
モ
ノ
づ
く
り
」「
サ
ー
ビ
ス
」
に
み
る
、
ど
の
人
に
も
同
じ
で
は
な
く
、「
ど
う
し
た
ら
そ
の
人
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
 、
満
足
感
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
か
」
を
常
に
考
え
行
動
す
る
「
お
も
て
な
し
の
精
神
」
か
ら
く
る
心
遣
い
、
そ
れ
を
創
造
す
る
力
、
対
応
す
る
力
を
持
つ
人
材
が
ベ
ー
ス

信 頼 の ブ ラ ン ド と し て 次 世 代

人 間 都 市

と し て

ビ ジ ネ ス の リ ア ル を 学 ぶ 場

＊
大
阪
の
知
恵
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
フ
ル
活
用

＊
変
化
す
る
社
会
に
応
じ
て
、
既

　
存
の
知
識
体
系
を
見
直
す
、
若

　
し
く
は
組
み
合
わ
せ
を
変
え
て

　
新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
そ
れ

　
を
実
践
で
き
る
人
材
の
確
保
。

＊
廃
校
や
未
利
用
地
を
積
極
的
に
提
供
し
、

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
や
規
制
緩
和
、
新
た
な
制
度

　
づ
く
り
な
ど
を
行
い
地
域
課
題
解
決
を
す
る
。

大
阪
の
総
合
力
を
結
集

人
材
育
成
協
議
会

（
＋
顧
問
委
員
会
）

地
域

人
的
資
源
の
育
成

産
業

界

教
育

界 行
政

産 学 地
域

公

○
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る

実
学
の
教
育
機
関
○
メ
ン
タ
ー
制
度
を
活
か
し
た
教
員
サ
ポ
ー
ト
の
実
施
○
実
務
と
理
論
の
研
究
と
体
系
化
○
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
　

○
次
世
代
に
必
要
な
人
材
の
育

成
　
○
品
質
の
担
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
 
○
専
門
職
と
し
て
の
知
識
と
社
会
性
を
持
っ
た
価
値
あ
る
職
業
人
の
育
成

（
最

大
限

の
能

力
発

揮
へ

）

次
の

時
代

の
社

会
に

活
躍

す
る

人
材

輩
出

企
業

の
競

争
力

強
化

地
域

の
競

争
力

強
化

国
際

競
争

力
強

化

＊
世
界
中
か
ら
優
秀
な
学
生
を
集
め
国
際
社
会
や

　
日
本
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す
る
な
ど
、

　
世
界
中
の
優
秀
な
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
。

○
産
学
連
携
に
積
極
的
な
関
与
　
　
○
総
合
力
づ
く
り
（
関
係
者
に
よ
る
議
論
・
対
話
な
ど
）
の
喚
起
及
び
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
　
○
施
設
な
ど
の
支
援

○
新
た
な
制
度
や
規
制
緩
和
の
提
案
○
職
業
人
価
値
の
創
出
施
策

（
府

市
統

合
大

学
の

設
立

な
ど

）○
効
率
的
な
起
業
及
び
研
究
開
発
へ
の
支
援
○
国
際
規
模
の
取
組

P
R
　
　

＊
地
域
の
一
角
を
学
校
に
提
供
し
、

　
常
に
街
に
刺
激
を
与
え
る
学
生
と

　
共
に
ま
ち
づ
く
り
（
社
会
性
を
学

　
ぶ
機
会
）
を
考
え
、
相
乗
効
果
を

　
生
み
出
し
な
が
ら
、
常
に
変
化
対

　
応
で
き
る
国
際
競
争
力
の
あ
る
ま

　
ち
づ
く
り
を
実
践
。

＊
行
政
や
地
域
も
一
丸
に
な
り
役
割
を
分
か
ち
合
う

○
次
世
代
を
見
据
え
た
産
学
連
携
、
産
業
連
携
の
育
成
　
○
課
題
、
講
師
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
就
業
体
験
先
の
提
供
　
　
○
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
間
ら
し
さ
の
バ
ラ
ン
ス
の
追
求

○
新
た
な
教
育
体
系
構
築
、
環
境
整
備
支
援
　
○
人
的
資
源
育
成
の
重
要
性
を
浸
透
・
リ
ソ
ー
ス
の
社
会
還
元
　
○
世
界
規
模
で
の
取
組
支
援

○
地
域
の
発
展
、
持
続
と
人
材
育
成
の
観
点
で
の
取
組
の
実
施
　
○
施
設
な
ど
の
提
供
　
○
学
生
と
共
に
学
ぶ
を
実
践
　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
提
供
　
　

○
課
題
、
講
師
、
起
業
ノ
ウ
ハ
ウ
、
就
業
体
験
先
の
提
供
　
○
人
的
資
源
育
成
の
重
要
性
を
浸
透
　
○
積
極
的
な
情
報
交
換
環
境
の
設
置
　

そ れ ぞ れ の 役 割
　

魅 力 あ る 街 [ 観 光 地 ] と し て

起 業 や 新 事 業 の 力 を 育 む 場

魅 力 あ る

人 材 育 成

機 関 と し て

＊
産
官
学
と
地
域
で
作
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
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＋
カウンター割烹や商家にみられた
人を相手に営みを重ねた長い歴史と
人間的魅力に溢れたどこにもない
大阪独自の文化（遺伝子）

おもてなしの力

どの人にも同じではなく、「どうしたらそ
の人に喜んでいただけるか 、満足感を感
じていただけるか」を常に考え行動する

専
門
職
の
知
識
・
技
術
　
と
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
ベ
ー
ス
に

防
災
の
国
、
日
本
で
生
ま
れ
た
仕
組
み

育てる人材像

世
界
規
模
で
次
世
代
に
必
要
と
さ
れ
る
人
材

これからの議論の
中で出てくる
必要とされる力

体系に裏付けされた専門的技術

起業家精神とスキル

「経営マネジメント」と「思考力・創造力・
問題解決能力やリスクにも立ち向かっ て
いくチャレンジ精神」を持つ。

（４）求める人材の姿（検討途中）

【起業家精神】

①自己依存
  どんなに大きな問題であれ、自分で考えて動き出すとことができる。
  周りや状況変化に期待しすぎることなく、自分の可能性を信じることができる。
　アイデアをチャレンジしていくことができる。
②自己管理
  自分の可能性を最大限に発揮するために、常に最高のコンディションに保つことができ
る
③自己責任
  どんな問題があっても、その原因は自分自身にあると考えられる。　
  自身の行動を省みて、課題と解決を見つけ出し、行動や考え方を変え、成功に近づける。
④自己評価
  自分が納得できる努力をする姿勢。
⑤他者信頼
  他人を信じ、協力・支援する。
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10
．
経
営
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
メ
ン
タ
ー
教
育

５
．
専
門
技
術
教
育
（
実
務
）

８
．
開
発
創
造
教
育

７
．
地
域
・
関
連
業
界
教
育
（
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
他
）

１
．
人
間
基
礎
力
教
育
（
生
き
る
力
、
道
徳
、
倫
理
、
SD
Gs
な
ど
）

３
．
多
文
化
(日
本
文
化
)教
育
(共
生
、
防
災
、
地
域
ル
ー
ル
な
ど
)

４
．
共
創
、
気
づ
き
教
育
（
お
も
て
な
し
教
育
）

新
・
観

光
人

材
育

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

６
．
専
門
技
術
教
育
（
座
学
）

　ビジ
ネス

、サ
ー
ビ
ス
　
　
デ
ザ
イ
ン
ア
ー
ト　

　　
　　　

　　　　　　　食と料理
　
　
　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
・
サービス

従
来
・
専
門
学
校

従
来
・
大
学

従
来

の
一

般
教

養
を

実
践

型
に

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
外

国
人

対
応

含
む

）

実
践

で
学

ぶ
産

官
学

一
体

支
援

の
あ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム

国
際

通
用

性
の

発
揮

で
き

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

日
本

版
E
Q
F
な

ど
）

日
本
版
（
JQ
F)
国
際
ワ
ー
ク
フ
レ
ー
ム

の
設
置

９
．
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
育

２
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
（
コミ

ュニ
ケー

ショ
ン、

語学
など
）

11
．
起
業
家
教
育

高
度
、
専
門
人
材
・
研
究
人
材

　（
専
門
職
大
学
）　
（
大
学
）

食
と
料
理

総
合
デ
ザ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
産
業

ホ
テ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

中
間
技
能
人
材

（
専
門
学
校
）

非
技
術
的
人
材

（
AI
化
へ
）

国
際
通
用
性
を
身
に
つ
け

（
増
加
へ
　
　
　
）

A
I
技
術
を
進
化
さ
せ

（
減
少
へ
　
　
　
）

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
へ
の
足
掛
か
り

親
日
家
を
中
心
と
し
た

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
づ
く
り

受
入
れ
の
た
め
の
学
び
の
場
が
必
要

（５）必要なカリキュラムイメージ
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１
．
人
間
基
礎
力
教
育
（コ

ミュ
ニケ

ーシ
ョン

、語
学な

ど）
２
．
日
本
文
化
教
育
（
防
災
、
地
域
ル
ー
ル
な
ど
）

３
．
共
創
、
気
づ
き
教
育
（
お
も
て
な
し
教
育
）

　
地
域
の
発
展
、
持
続
と
人
材
育
成
の
観
点
で
の
取
組
の
実
施
　

　
　
観
光
地
に
と
っ
て
の
最
大
の
魅
力
は
人
。
優
し
く
さ
れ
た
思
い
出
、
親
切
に
さ
れ

　
た
記
憶
は
、
そ
の
地
域
に
愛
着
を
感
じ
る
も
の
。
働
く
人
間
に
と
っ
て
も
同
様
に
、

　
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
強
い
日
々
変
化
す
る
場
所
で
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
は
、
自

　
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
を
良
く
知
る
こ
と
に
な
り
、
愛
着
が
強

　
く
な
る
。
そ
の
両
方
の
愛
着
づ
く
り
を
学
び
の
場
と
し
て
取
り
入
れ
た
街
中
、
コ
ン

　
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
践
。

　

　
公
共
交
通
機
関
で
の
実
践

　
　
行
き
た
い
所
に
行
け
な
い
。
　
切
符
の
買
い
方
が
わ
か
ら
な
い
。

　
駅
に
は
、
そ
う
い
う
来
街
者
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
　

　
に
は
な
い
魅
力
的
な
場
所
は
な
い
か
し
ら
、
食
べ
た
い
も
の
が
あ
る
店
は
ど
こ
、

　
な
ど
事
前
に
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
け
れ
ど
...
と
い
う
来
街
者
は
多
く
、

　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
し
か
し
、
外
国
が
話
せ
て
、
来
街
者
が
必
要
と
す
る
こ
と
を
察
知
し
、
対
応
で
き
　

　
る
日
本
の
お
も
て
な
し
が
で
き
る
人
材
は
少
な
い
。

　
　
日
本
で
学
ん
だ
観
光
人
材
は
、
他
国
に
な
い
お
も
て
な
し
教
育
（
共
創
、
気
づ
　

　
き
教
育
）
の
実
践
の
場
と
し
て
、
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
対
人
基
礎
マ
ナ
ー
・
防
災
力
・

　
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
。

　
　
学
ぶ
人
に
と
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
を
実
践
で
き
、
対
応
力
が
身
に
付
く
。

　
ま
た
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽
を
探
す
こ
と
も
で
き
る
場
と
な
る
。

　
　
地
域
に
と
っ
て
は
、
数
多
く
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
る
認
識
が
で
き
、
実
現

　
し
た
い
こ
と
が
思
う
と
お
り
に
実
現
で
き
る
手
助
け
の
存
在
と
な
り
、
安
心
で
き

　
る
行
先
と
し
て
選
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
と
な
る
。
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
。
　
　

公
共
交
通
機
関
の
実
践
か
ら
多
様
な
場
へ
と
展
開

　
　
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
の
有
用
性
は
、
公
共
交
通
機
関
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
百
貨
店
、
商
店
街
、
施
設
と
数
多
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
様
々
な
場
で
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
実
践
は
、
異
な
る
ニ
ー
ズ
の
対
応
が
求
め

　
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
を
体
験
す
る
こ
と
で
幅
広
い
対
応
力
が
身
に
付
く
。

　
公
開
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
実
践
の
場

　
　
優
秀
な
外
国
人
の
受
け
入
れ
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
会
社
や
検
討
し
て
い
る
会
社

　
に
と
っ
て
、
目
の
前
で
対
応
し
て
い
る
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
社
の
風
土

　
に
合
う
か
ど
う
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
に
と
っ
て
も
、
公
開
イ
ン
タ
ー

　
ン
シ
ッ
プ
は
、
就
職
先
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
。

　
地
域
で
育
て
る
、
地
域
が
学
ぶ

　
　
実
践
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
と
っ
た
公
開
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
地
域
で
育

　
て
、
地
域
も
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
構
築
す
る
。

（
案
）

魅
力
あ
る
街
（
観
光
地
）
と
し
て
成
長

地
域

気
づ

き
と

創
造

の
力

を
育

む
場

お
も
て
な
し
が
溢
れ
る
街
（
街
の
玄
関
口
で
お
も
て
な
し
を
学
ぶ
）

魅 力 あ る 街 （ 観 光 地 ） へ

課
題
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
び
の
環
境

世
界

規
模

の
優

秀
な

人
材

に
と

っ
て

の
大

き
な

学
ぶ

価
値

企
業

の
人

事

地
域

実
践
型
の
学
び
の
場
は
、
新
し
い
街
の
魅
力
を
作
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

仲
間

を
作

り
た

い
ベ

ン
チ

ャ
ー

教
育
界

公
開
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
受
け
入
れ

街 と 学 生 の 相 乗 効 果

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

大
阪

は
、

優
し

い
、

温
か

い
が

広
が

る
。

企
業

の
人

事

企
業

の
人

事

A
駅

B
駅

C
駅

D
駅

（６）コンソーシアムで実施するカリキュラム素案
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国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
の
人
材
養
成
依
頼

国
内
外
へ
の
人
材
輩
出

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点

コン
ソー

シア
ム学

生
コン

ソー
シア

ム学
生

コン
ソー

シア
ム学

生

　
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と

A
部
署

D
部
署

C
部
署

B
部
署

連
携
イ
メ
ー
ジ
（
ホ
テ
ル
案
）

人
材
育
成
を
通
じ
て
、
人
材
不
足
を
補
い
な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

産

（
学

生
に

と
っ

て
）

有
名

店
で

学
べ

る
、

有
名

な
場

所
で

学
べ

る
、

就
職

で
き

る
可

能
性

が
あ

る
と

い
う

魅
力

と
（

企
業

に
と

っ
て

）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
研

究
に

よ
る

質
の

向
上

、
人

材
不

足
の

解
消

。
実

践
し

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

の
創

出

人
材
育
成
協
議
会

（
＋
顧
問
委
員
会
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

PD
CA

情
報
収
集

共
有
・
発
信

・
地

域
の

活
性

化
・

D
M
O
の

後
押

し
・

M
I
C
E
の

根
拠

雇
用
費
用
の
一
部
、
人
材
募
集
の
一
部
を
企
業
奨
学
金
な
ど
に
反
映
。

高
級

ホ
テ

ル
・

旅
館

中
小

ホ
テ

ル
飲

食
・

イ
ベ

ン
ト

ホ
テ

ル

基
礎
学
習

A
部
署

D
部
署

C
部
署

B
部
署

実
践
学
習

A
部
署

D
部
署

C
部
署

B
部
署

開
発
実
施

プロ
ジェ
クト
学
習

魅
力
あ
る
街
（
観
光
地
）

母
国

に
活

か
せ

る
世

界
規

模
で

活
躍

で
き

る
手

厚
い

支
援

大
切

に
さ

れ
る

魅
力

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

就
職
で
き
る

魅
力
あ
る
企
業

新
た
な
魅
力
を
創
出

グ
ロ
ー
バ
ル
進
出
の
き
っ
か
け
が
で
き
る

費
用

の
軽

減
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
新

た
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

人
材

が
見

つ
か
る

（学
生）

（企
業）

あ
ら
ゆ
る
企
業
に
と
っ
て
、
開
発
や
新
規
事
業
の
多
様
性
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
。

社
員
に
刺
激
を
、
賛
同
で
き
る
企
業
が
積
極
的
に
参
加
。
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地

域
の

発
展

、
持

続
と

人
材

育
成

の
観

点
で

の
取

組
の

実
施

　

　
　
学
生
が
い
る
街
の
賑
わ
い
は
、
単
に
街
に
学
生
が
増
え
て
消
費
が
上
が
る
だ
け
で

　
　
は
な
く
、
毎
年
、
新
た
な
人
達
が
街
に
関
わ
る
こ
と
で
街
に
活
気
を
生
み
出
す
。

　
　
今
回
の
取
り
組
で
は
、
産
業
界
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
、
数
多
く
の
イ
ン
タ
ー

　
　
ン
シ
ッ
プ
を
重
ね
職
業
人
と
し
て
の
実
践
的
な
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
基
礎
人
間

　
　
力
の
育
成
や
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
を
学
び
の
場
と
し
て
作
っ
て
い
く
。
一
方
で

　
　
地
域
で
は
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
、
解
決
に
至
ら
な
い
状
態
で
か
な
り
の
時
間
が

　
　
た
つ
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
産
学
連
携
に
お
け
る
取
組
に
お
い
て
は
、
起
業
体

　
　
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
取
り
入
れ
、
具
体
的
な
課
題
を
チ
ー
ム
で
こ
な
す
授
業
な
ど

　
　
を
行
う
こ
と
で
、
街
の
新
た
な
活
力
づ
く
り
、
街
側
の
人
づ
く
り
を
兼
ね
た
地
域

　
　
の
発
展
と
実
学
か
ら
学
ぶ
場
で
の
実
施
を
目
指
す
。
　

　
施

設
な

ど
の

提
供

　
　
地
域
の
負
の
遺
産
と
な
っ
て
い
る
空
き
店
舗
や
施
設
な
ど
を
学
校
に
提
供
し
、

　
　
実
学
の
場
と
し
て
提
供
。
学
ぶ
者
に
と
っ
て
の
地
域
課
題
や
起
業
の
体
験
と
研
究

　
　
は
、
最
も
過
酷
で
難
し
い
課
題
。
そ
の
経
験
か
ら
く
る
チ
ー
ム
判
断
を
疑
似
起
業

　
　
と
捉
え
、
研
究
と
織
り
交
ぜ
て
力
を
つ
け
て
い
く
に
は
、
現
実
の
場
の
提
供
が
不

　
　
可
欠
。
ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
若
い
学
生
た
ち
が
知
恵
を
出
し
、
チ
ャ
レ
ン

　
　
ジ
す
る
姿
は
、
周
辺
に
新
た
な
動
き
を
も
た
ら
す
地
域
の
好
循
環
を
も
た
ら
す
。

　
学

生
と

共
に

学
ぶ

を
実

践

　
　
常
に
街
に
刺
激
を
与
え
る
学
生
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
（
社
会
性
を
学
ぶ
機
会
）
を

　
　
考
え
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
常
に
変
化
対

　
　
応
で
き
る
国
際
競
争
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
。

　
課

題
、

ノ
ウ

ハ
ウ

、
講

師
、

就
業

体
験

先
の

提
供

　
　
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
地
域
で
暮
ら
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
嘗
て
は
、

　
　
地
域
が
人
を
育
て
て
き
た
よ
う
に
、
実
際
の
現
場
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
）
な

　
　
ど
を
提
供
し
、
学
ぶ
人
に
と
っ
て
は
、
起
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
に
と
っ
て
は
、

　
　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
。

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

機
能

の
提

供

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
自
然
に
身
に
つ
い
て
い
た
社
会
性
を
身
に

　
　
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
新
た
に
施
設
を
提
供
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
コ

　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
地
域
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
も
人
間
力
育
成
に
と
っ

　
　
て
は
重
要
で
あ
り
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
果
す
役
割
に
つ
い
て
も
提
供
。
地

　
　
域
に
と
っ
て
の
力
と
な
り
、
学
ぶ
人
に
と
っ
て
も
学
び
の
場
と
な
る
。

　
人

的
資

源
育

成
の

重
要

性
を

浸
透

　
　
産
業
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
代
に
、
既
に
、
世
界
規

　
　
模
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人
的
資
源
育
成
が
課
題
解
決
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
街

　
　
で
、
十
分
理
解
し
、
自
分
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を

　
　
共
有
。

　
積

極
的

な
情

報
交

換
環

境
の

設
置

　
　
魅
力
あ
る
観
光
都
市
は
、
そ
の
街
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
質

　
　
に
よ
り
、
判
断
さ
れ
る
。
国
際
競
争
力
を
意
識
し
た
学
ぶ
環
境
づ
く
り
と
、
地
域

　
　
の
総
合
力
レ
ベ
ル
を
引
き
揚
げ
続
け
る
た
め
に
情
報
交
換
す
る
環
境
を
作
る
。

（
案
）

魅
力
あ
る
街
（
観
光
地
）
と
し
て
成
長

地
域

起
業

や
新

事
業

の
力

を
育

む
場

街 と 学 生 の 相 乗 効 果

素
晴

ら
し

い
街

を
生

ん
だ

学
び

、
素

晴
ら

し
い

学
び

を
生

ん
だ

ま
ち

魅 力 あ る 街 （ 観 光 地 ） へ

課
題
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
び
の
環
境

世
界
規
模
の
優
秀
な
人
材
に
と
っ
て
の
大
き
な
学
ぶ
価
値

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

で
知
恵
を
出
し
合
い
起
業

プ
ロ
セ
ス
評
価

昨 年 の チ ャ レ ン ジ

新 た な チ ャ レ ン ジ

周
辺
の
店
舗

地
域
の
人

課
題
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力

の
提
供

刺
激

と
ア

イ
デ

ア
・

話
題

の
提

供

教
育

界

地
域

時
代
に
合
わ
せ
た
好
循
環

来
街
者
（
客
）

産
学

連
携

の
ノ

ウ
ハ

ウ
課
題
解
決
の
研
究

経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
自
信
か
ら
く
る
行
動
力
と
判
断
力
づ
く
り

新
し

い
店

(
新
観
光
産
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
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